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高校生による
岡山の歴史・文化研究フォーラム

日　時　2015年11月8日（日） 9:00～17:40
場　所　さん太ホール（山陽新聞社）

第2回
ロータリークラブとは、友好と奉仕を志す人々の世界的な団体で「奉仕の理想」を信条と
し、会員は職業を異にする善良な成人で形成され、各種の職業から代表として選び、それ
ぞれの地域にロータリークラブを結成し、奉仕活動を展開する世界的な団体です。

岡山北西ロータリークラブ会員
相原　利行　　　藤岡　　温　　　花房　　茂　　　原　　全伸　　　原田　徹美　　　樋口　芳紀　　　

日笠　伸之　　　日笠　常信　　　平松　　信　　　平野　　寛　　　堀川　辰也　　　入江　直人　　　

岩本　一寿　　　加戸　裕治　　　梶谷　　喬　　　鴨井　利典　　　金子　栄士　　　笠原　英司　　　

柏野　正義　　　川本　　洋　　　川西　熊雄　　　菊井　慎也　　　木本　克彦　　　橘高　正剛　　　

家守　政孝　　　小橋　幹雄　　　児島　正典　　　鴻上　幸生　　　小松　忠男　　　小松原隆代

小菅　英司　　　松村　秀治　　　仲田　錠二　　　南葉　幸雄　　　西岡　貞則　　　西山隆三郎　　　

大賀　基弘　　　岡本　和夫　　　岡本　浩三　　　岡村　秀男　　　大饗よし江　　　塩飽　　健　　　

末吉　賢多　　　高橋　　裕　　　高橋　峯男　　　竹本千代子　　　丹治　康浩　　　坪井　雅弘　　　

槌田　道弘　　　氏房　信明　　　渡辺　晋一　　　山田　喜広　　　山本　真嗣　　　山下　浩一　　　

山下　常男　　　横山　俊彦 

「雲海から現る備中松山城」
写真提供：河西久男氏



開催にあたって

岡山北西ロータリークラブ　　

会　長　堀　川　辰　也

　昨年１２月に第一回「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」を実施し、無事成功裡

に終えることができましたので、今年度も第二回を開催するよう企画しご案内を申し上げまし

たところ、１８組と昨年を大幅に超えるチームの参加をいただき、誠にありがとうございます。

　昨年の第一回目のフォーラムでの各チームの発表をすべて聞かせていただきましたが、高

校生とは思えない程その研究内容と発表方法のレベルの高さに驚いたことを今でも覚えてい

ます。今年も昨年以上の発表が見られるのではないかと、期待しておりましたところ、予想以上

のチーム数の参加をいただきましたので、今年も間違いなくすばらしい発表を聞かせていただ

けるものと確信いたしました。参加チームの皆様には、日頃の研究・活動の成果を存分に発表

していただきたいと思います。

　さて、我が岡山北西ロータリークラブは、今年度２５周年を迎え、その記念事業として、タイ

国のチェンライ特殊養護学校及び少数民族アカ族の子供達への支援事業を行います。また、

今までいろいろな奉仕事業を行ってまいりましたが、青少年に対する奉仕活動としては、東北

大震災で被災された福島県内の小学生のサッカーチームを岡山へ招いてのサッカー大会や、

岡山盲学校元教頭の竹内昌彦先生に講師をお願いしての教育講演会等、数々の事業を実施

してまいりました。この「高校生による岡山の歴史・文化研究フォーラム」は、日頃の研究・活動

の成果を発表する場が少ないクラブ活動等を行っている高校生の皆様に、少しでもお役に立

てばと昨年よりスタートいたしましたが、たくさんのチーム参加していただけるのであれば、我

がクラブとしてはこのフォーラムを今後も継続し、高校生の皆様と一緒に実施できればと思っ

ていますので、今後とも皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、ご後援をいただきました岡山県・岡山市教育委員会・山陽新聞社等の

各メディア、そしてご参加いただいた各高校・中学校の先生方には、本事業開催の趣旨をご理

解いただき、ご支援・ご協力を賜りましたことに、厚く御礼申し上げます。

定 兼　　 学 岡山県立記録資料館 館長　文学博士　
岡 部　知 史 テレビせとうち　参与
江 見　　 肇 山陽新聞社　編集局　局次長 
上 林　栄 一 岡山後楽館高等学校　校長　　 　
岩 本　一 寿 岡山北西ロータリークラブ　歴史同好会会長

審査員
（敬称略）



スケジュールのご案内

開  会   

開会挨拶 岡山北西ロータリークラブ会長 堀川　辰也

ロータリーについて ロータリー財団委員長 西山隆三郎

◆　基調講演　◆   

　  「見直してみよう“わたくしたちの地元”」   

 　　　　　岡山県立記録資料館　館長　文学博士　　定兼　学　氏

◆　歴史研究発表　◆   

　  1.岡山の妖怪 岡山龍谷高等学校　マーライオン

　  2.岡山の伝統文化を世界へ 金光学園高等学校　№1 岡山ゼミ

　  3.桃太郎伝説 清心女子高等学校　もも組

　  4.岡山陸軍歩兵第十連隊「赤柴部隊」 関西高等学校　郷土研究部

　  5.備前焼の歴史と用途 清心女子高等学校　備前 SISTERS

　  6.瀬戸内海の海底ごみの「見える化」プロジェクト　山陽女子高等学校　地歴部

　  7.神武天皇と西大寺のつながり 岡山学芸館清秀高等部　地域史探求ゼミ

昼食休憩　～40分～　　※20階レストランには、会員がご案内致します。

　  8.城下町を通して知る津山 !  岡山県作陽高等学校　スーパー特進コース

　  9.池田動物園を取り巻く歴史  清心女子高等学校　池田ZOO

　10.美観地区の魅力再発見  岡山龍谷高等学校　美観地区探検隊

　11.木野山神社について  岡山学芸館高等学校　国際教育センター

　12.津田永忠の干拓に迫る  清心中学校　小坂さんとゆかいな仲間達

休憩時間　～10分～

　13.注文の多い料理店(原作:宮沢賢治) 山陽女子中学校・高等学校　演劇部

　14.地域と歩む高梁高校天文台 岡山県立高梁高等学校　天文部

　15.桃太郎伝説の謎に迫る 岡山龍谷高等学校　チーム英雄

　16.岡山の誇り・伝統工芸備前焼 岡山学芸館高等学校　英語科

　17.渋染一揆に学ぶ 清心女子高等学校　SHIBU研　

　18.児島ジーンズの歴史と発展 金光学園高等学校　ジーンズゼミ

審査休憩　～20分～

　  審査発表＆表彰 フォーラム実行委員長 入江　直人

　  講　評  審査員全員

　  閉会挨拶 岡山北西ロータリークラブ副会長 平松　　信

★参加高校生・指導者・ロータリークラブ会員全員による写真撮影★



○ 基 調 講 演 ○

演  題   

　  「見直してみよう“わたくしたちの地元”」   

講演内容の要旨   

わたくしたちの地元を見直すには、いろんな方法、手段、着想があります。まずもって一番重要なのは、資

料です。この資料のことを、一言でいえば「アーカイブズ＝記録資料」と言います。それは、古文書、公文書、

地図、絵図、フィルム、道標、看板、遺跡、音声など様々です。そのアーカイブズを読み解けば、必ず発見が

あります。

例えば、今住んでいるところが大雨洪水の災害危険度が高い所と指定されているとするなら、なぜそ

うなっているのか調べてみたいものです。そうかここは元々干潟を埋立てた田圃を宅地にしていたのか、

じゃあ、田圃にどうやってしたのか、田圃になってからどんな洪水被害があったのか、その原因は何か、その

対策はどうしていたのか、今はどうしているのか、などをアーカイブズから調べてみましょう。

その際注意して欲しいのは、結論を急がないことです。「何故」の連続を心がけて欲しい。というのは、物

事、出来事には必ず様々な見方があるからです。人によって違います。地域によって違います。それを含め

て、わたくしたちの地元を見直しください。アーカイブズを通じて見直してみると、これまで空気のような

存在だった地元の理解がより深まり、これまで以上に大好きになります。

講師紹介   

　　　　　　　　　　　岡山県立記録資料館　館長　文学博士　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定兼　学　氏

○経歴

　1957年岡山県勝央町生まれ。広島大学文学部卒業。博士（文学）。

　高校教諭、岡山県史編纂室、岡山県立記録資料館副館長を経て、

　現在岡山県立記録資料館長。

○著書等

　共著：『岡山県史』『岡山県の教育史』『倉敷市史』『井原市史』 『吉備と山陽道』など

　単著：『近世の生活文化史』


